
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism Chugoku Regional Development Bureau
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台風第10号

合同記者会見資料

令和２年９月４日（金曜日）15時
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• 非常に強い台風第10号は、日本の南の海上を毎時15kmで西北西に進む。
• 今後、次第に北寄りに進路を変え、さらに勢力を強めながら北上し、6日から７日にかけて西日本

に接近または上陸のおそれ。
• 台風は、７日に最も近づく見込み。

実況の地上天気図とレーダー

4日9時 地上天気図 4日13時 レーダー観測
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台風の進路予想

最大風速は
50m/s
最大瞬間風速は
70m/s

最大風速は
55m/s
最大瞬間風速は
75m/s

最大風速は
55m/s
最大瞬間風速は
80m/s

最大風速は
45m/s
最大瞬間風速は
65m/s
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日本近海の海面水温
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日本近海の海面水温と衛星画像

※人工衛星とブイ・船舶による観測値から解析された海面水温

4日13時

気象衛星ひまわりによる赤外画像

9月2日台風中心付近の海面水温は、30℃以上
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【中国地方への影響】

今後の気象状況 4日 11時現在

※今後の台風の進路により変わる可能性もあります。気象庁ホームページ等で最新の台風情報等を参照ください。

広島地方気象台

早期注意情報（警報級の可能性）
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下関地方気象台 4日11時の台風説明会資料より

【山口県への影響】

※今後の台風の進路により変わる可能性もあります。気象庁ホームページ等で最新の台風情報等を参照ください。

P7



JMA
Japan
Meteorological
Agency

台風第10号の防災事項

台風第10号は、７日に最も近づく見込み。
７日は、暴風域に入る可能性がある。風が強まる。暴風や
高波に警戒。
満潮の時間帯を中心に、高潮に注意、警戒が必要。
7日は大雨になるおそれ、土砂災害、浸水害、河川の増水
に注意（山口県は警戒）が必要。
特に、土砂災害や洪水、高潮のおそれがある区域では風
雨が強まる前の早めのタイミングでの対応が必要。
強風による農作物への影響も予想されるので、風雨が強ま
る前の早めのタイミングでの対策が必要。
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今後の予想を含めた最新の情報は、以下からご利用ください。

○気象警報・注意報（大雨,洪水,暴風（雪）,波浪,高潮,大雪などによる、災害のおそれを警告・注意する）
https://www.jma.go.jp/jp/warn/

○危険度分布（どこで土砂災害、浸水害、洪水害の危険度が高まると予測されているかを地図上で表示）

土砂災害 https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/ 
浸水害 https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html 
洪水警報 https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

○各地の気象情報（気象概況や大雨の見通し）
https://www.jma.go.jp/jp/kishojoho/

○指定河川洪水予報（国や都道府県の管理する主な河川の氾濫の危険度を予測）
https://www.jma.go.jp/jp/flood/

○土砂災害警戒情報（命に危険が及ぶ土砂災害の発生が切迫したときに厳重な警戒を呼びかける）
https://www.jma.go.jp/jp/dosha/

○最新の気象データ（高解像度降水ナウキャスト、解析雨量・降水短時間予報、雨や風の観測データ、衛星画像）

https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
https://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
https://www.jma.go.jp/jp/kaikotan/
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/pre_rct/index24_rct.html
https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/mdrr/wind_rct/index_mxwsp.html
https://www.jma.go.jp/jp/gms/
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段階的に発表される防災気象情報の活⽤例 広島地方気象台
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階 級 中心付近の最大風速

33m/s（64ノット）未満

強 い
33m/s（64ノット）以上

44m/s（85ノット）未満

非常に強い
44m/s（85ノット）以上

54m/s（105ノット）未満

猛烈な 54m/s（105ノット）以上

階 級 風速15m/s以上の半径

500km未満

大型：（大きい） 500km以上～800km未満

超大型：（非常に大きい） 800km以上

台風の大きさの表

台風の強さの表
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災害への備え

１.家の外の備え
大雨が降る前、風が強くなる前に行いましょう。

●窓や雨戸はしっかりとカギをかけ、必要に応じて補強する。
●側溝や排水口は掃除して水はけを良くしておく。

●風で飛ばされそうな物は飛ばないよう固定したり、家の中へ
格納する。

２.家の中の備え
●非常用品の確認
・懐中電灯 ・携帯用ラジオ（乾電池） ・救急薬品 ・衣類
・非常用食品 ・携帯ボンベ式コンロ ・貴重品など
●室内からの安全対策

飛散防止フィルムなどを窓ガラスに貼ったり、万一の飛来物
の飛び込みに備えてカーテンやブラインドをおろしておく。
●水の確保

断水に備えて飲料水を確保するほか、浴槽に水を張るなどし
て生活用水を確保する。
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災害への備え

３.避難場所の確認など
●学校や公民館など、避難場所として指定されている場所への
避難経路を確認しておく。
●普段から家族で避難場所や連絡方法などを話し合っておく。

●避難するときは、持ち物を最小限にして、両手が使えるように
しておく。

災害・避難カード
どのような避難行動をとれば良いか、立ち退き

避難をする場合にどこに行けば良いか、避難に
際してどのような情報に着目すれば良いかは、
お住まいの地域や想定される災害毎に異なりま
す。

自治体から避難勧告等が発令された時に、適
切な避難行動をとるため、あらかじめ想定される
災害毎に右記のような「災害・避難カード」を作成
し、災害に備えましょう。
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注意報 警報 特別警報

注意報

台⾵等を要因とする特別警報の指標及び運⽤
「伊勢湾台⾵」級（中⼼気圧930hPa以下⼜は最⼤⾵速50m/s以上）の台⾵や同程度の温帯
低気圧。ただし、沖縄地⽅、奄美地⽅及び⼩笠原諸島については、中⼼気圧910hPa以下⼜は
最⼤⾵速60m/s以上とする。
台⾵の中⼼が府県予報区※に達する12時間程度前に特別警報を発表。
（陸地付近が暴⾵域に⼊る前に特別警報を発表することとしているため、発表タイミングが「12時間程度前」より早まる場合もある）
その時点で予報円に⼊っている府県予報区※について、すでに発表されている暴⾵・⾼潮・波浪警報を特別警報に切り替える。
また、以降に暴⾵・⾼潮・波浪の各警報を発表する際には特別警報として発表する。
※釧路・根室・⼗勝地⽅では⼗勝地⽅とそれを除く地域、東京都では⼩笠原諸島とそれを除く地域、⿅児島県では奄美地⽅とそれを除く地域について、それぞれひとつの府県予報区と同等に扱う。

時間の流れ

特別警報

警報発表条件を満たす

警報発表条件を満たす

三重県、奈良県、
和歌⼭県、⼤阪府
における運⽤

(暴⾵・⾼潮・波浪)

特別警報発表の予告（24時間程度前）

15時間後に
三重県、奈良県、
和歌⼭県、⼤阪府
が指標を満たす予想

イメージ図

12時間後に
三重県、奈良県、
和歌⼭県、⼤阪府
が指標を満たす予想

特別警報発表（原則として12時間程度前）
12時間程度前
に発表する場合

「12時間程度前」より
早く発表する場合

（この例は15時間前）

イメージ図 イメージ図

24時間後に
三重県などが

指標を満たす予想

指
標
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中国地方整備局
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台風接近に伴う高潮や河川の増水・氾濫に警戒

• 今後、台風第10号の接近に伴い、海岸や河口付近の低平地では高潮による浸水や、大雨
による河川の増水・氾濫が発生する可能性があります。

• 台風の接近する地域では、高潮や河川の増水等の際に、暴風により移動できなくなること
も考えられるため、風が強くなる前に安全なところに避難するなど、早めに身の安全を確保
してください。

• 河川の水位や危険性の情報を「川の防災情報」「危険度分布」や「ハザードマップポータル
サイト」などで確認することができます。（国土交通省・気象庁等のＨＰ参照）

• 気象・河川の情報や市町村の避難情報に留意し、早めの行動を心がけてください。

• また、台風の接近に伴い河川においてはダムの「事前放流」を実施できる態勢に入っています。

河川によっては、大雨になる前のまだ晴天である時点から「事前放流」により河川の水量が増える
ことが見込まれるため、見た目の天候にとらわれずに、できるだけ河川内には留まらない･立ち入
らないようにしてください。

※事前放流は、河川の水量が増える前にダムから放流して、大雨時により多くの洪水をダムに貯められるようにダムの貯水位
を下げておくことです。

• 市町村が作成しているハザードマップなどを早いうちに確認し、浸水の可能性や避難する
場所・経路等を把握するとともに、避難への備えを行ってください。
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浸水の危険性が高まっ
ている河川

河川水位の情報

洪水予報の発表地域

ダムの情報

川の防災情報
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国⼟交通⼤⾂⼜は都道府県知事が洪⽔浸⽔想定区域を指定・公表
「家屋倒壊等氾濫想定区域」は、堤防沿いの地域等において、洪⽔時に家屋が倒壊するような激しい氾濫流等が発⽣するおそれが⾼い区域。
災害から命を守るためには、⾝のまわりにどんな災害が起きる危険性があるのか、どこへ避難すればよいのか、事前に備えておくことが重要。
国⼟交通省では、防災に役⽴つ様々なリスク情報や全国の市町村が作成したハザードマップを、より便利により簡単に活⽤できるようにするため、ハ
ザードマップポータルサイトを公開中。
この区域では、洪⽔時には避難勧告等に従って安全な場所に確実に⽴退く必要がある。

ハザードマップポータルサイト
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命に危険が及ぶおそれがある場所

ハザードマップ等により、⼟砂災害警戒区域や浸⽔想定区域等の命に危険が及ぶおそれがある場所をあらかじめ確認しましょう。
⼟砂災害・浸⽔害・洪⽔災害の危険度がどこで⾼まる予測となっているかを「危険度分布」の地図で確認することができます。
⼤⾬により命に危険が及ぶおそれがある場所では、⾵⾬が強まる前の早めのタイミングで対応をとることが重要です。⾵⾬が
強まるタイミングは、市町村毎に発表される警報・注意報で確認することができます。

危険度分布

⼟砂災害

浸⽔害

洪⽔災害

災害の例

⼟砂災害警戒区域等

住宅の地下室や道路のアンダーパス等

浸⽔想定区域や⼭間部を流れる中⼩河川沿い等

１時間先までの予測

２時間先までの予測

３時間先までの予測

大雨による災害への備え
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過去の太田川流域における台風（高潮）被害
太田川流域においては、平成16年８月台風第16号及び平成16年９月台風第18号発生に伴う高
潮により、浸水被害が発生しました。

平成16年８月台風第16号：床上浸水１戸 床下浸水16戸

平成16年９月台風第18号：床上浸水86戸 床下浸水92戸

平成16年台風第18号高潮による浸水状況

平成16年高潮による浸水状況
（広島市南区出島付近）

平成16年高潮による浸水状況
（広島市西区観音付近）
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【広島県】 平成16年 台風第18号浸水区域図

出典：広島市の台風による高潮浸水区域図（https://www.city.hiroshima.lg.jp/shobou/takashio/）

凡例

平成16年 台風第18号浸水区域図
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